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1  は  じ め に

低温環境下での作物生育に対して,リ ンは効果的肥効を

示すことが認められている。しかし,やませのような低温

下における作物のリン吸収機構及び生育促進に対するリン

の生理的役割についての解明は不十分である。

前報
1)(1998年度の試験 :冷害年)においてミニプラン

ターで栽培したホウレンソウとチンゲンサイのリン吸収は

対照的な温度反応を示したが,翌年 (1994年 :通常年)1

/2000aポ ットを使った試験においては異なる結果を得た。

このため低温だけでなく,日 照条件の違いや根域制限によ

る影響も考えられた。

そこで低温条件に加え,ポ ットの違いによる根域の制限,

さらに速光処理も加えて栽培試験を行い,それぞれの生育

量及びリン吸収量への影響を地上部,地下部に分けて調査

した。

2試 験 方 法

(1)温度処理 :人工気象室の24℃区 (昼24℃/夜22℃ ),

同じく18℃区 (昼 18℃/夜 16℃ ),15℃ 区 (昼 15℃/夜 13

℃)の 3温度区を設定した。

2)根域制限 :1/2000aポ ットを対照区とし,根域制

限区としてミユプランター (25m*12m*深 さ10cn)を用

いて栽培を行った。

6)遮光処理 :べたがけ資材で覆い,ボ ット,プランター

に当たる光の量が約 1/2(晴天時実測)と なるようにし

オこ。

(4)播種日 :チ ンゲンサイは1995年 5月 8日 ,ホ ウレン

ソウは同年 5月 9日。まず24℃区で苗箱に播種して育苗し

た。本葉展開後に 1/2111Xlaポ ット,ミ ニプランターヘ移

植し,各処理区に移動した。

6)培土 :東北農試敷地内の未耕土壌。これに硫酸苦土

2 kg/10a相 当量を加え,さ らに可給態リン酸 (ト ルオー

グ法)5 og/100g乾土 (低 リン区),40mg/1008乾 土

(高 リン区)となるように過リン酸石灰を加え調製。ポッ

ト表層10cmに NK化成肥料を添加して栽培を行った。

G)調査項目 :地上部及び地下部の生育量と作物体中リ

ン含量 (リ ン吸収量),地上部長,葉数,根量 (ル ートス

キャナ)。

3 試験結果及び考察

(1)チ ンゲンサイ

対照区では,低温になるに従い地上部の生育・ リン吸収

が減少したのに対し (図 1-a),地下部では逆に低温下で

増加する傾向を示した (図 2-a)。 根域制限区も同様だっ

たが,地上部のリンの吸収量は低温下でも変わらず,生体

重に比べて増加する傾向を示した (図 1-b)。 遮光処理

によつて生育・ リン吸収量は地上部,地下部とも低下し,

低温下でのウン吸収の増加はみられなかった (図 1-c,

図 2-C)。

以上のようにチンゲンサイの根のリン吸収能は低温 (15

℃)下で地上部の生育と関係なく高くなり,根域制限によつ

て根量が制限され全体の生育量が低下しても,その傾向は

変わらなかった。

一方,遮光処理によって低温下における根のリン吸収が

大きく低下した。

（‘
駆
ヽ
智
α
）
】
事
さ
ハ
Ｄ

‘^
０
ヽ
∈
α
〉
中
ヨ
ぎ
ハ
，

●
眸
‘
目

一
６
）
回
Ｓ
，

‘^
０
ヽ
筐
こ
）
“
事
ぎ
ハ
一

コ
叶
‘
即

一
６
）
憫
Ｓ
尋

Ｆ
け
‘
口

一
ヽ
）
口
Ｓ
Ｃ

図 1 温度処理・根域制限・遮光による作物の生育量及びリン吸収量への影響 (チ ンゲンサイ地上部)
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b)根域制限区
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図2 温度処理・根域制限・遮光による作物の生育量及びリン吸収量への影響 (チ ンゲンサイ地下部)

図 3 温度処理・根域制限・遮光による作物の生育量及びリン吸収量への影響 (ホ ウレンソウ地上部)
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12)ホ ウレンソウ (図 3)

抽だいが遮光区で早く発生し,次いで対照区でも発生 し

た。また温度が高い区ほど抽だいが早かった。根域制限に

よっても抽だいはやや早まる傾向を示した。

対照区では,地上部のリン吸収量が生育量に比べて低温

3)以上の結果から,前報 1)と 同じくチングンサイのリ
ン吸収量は低温になるに従って高くなったのに対し,ホ ウ

レンソウは逆に低温下で低くなり,対照的な傾向を示した。

しかし,こ の傾向は遮光処理によって見られなくなった

ため,作物のリン吸収能は光合成と密接に関係していると

考えられた。さらにホウレンソウの場合,遮光によって促

進された抽だいによるリンの転流も関係していると考えら

れ,栽培時の日長条件や品種についても検討する必要があ

る。

また,根域制限によって両作物とも地下部のみならず地

上部も生育量が低下しリン吸収の絶対量も低くなったが ,

リン吸収の温度反応の傾向は変わらなかった。

なお,今回設定した温度区は15℃から24℃までであつた

が,ホ ウレンソウ,チ ンゲンサイとも,よ り低温下で生育

可能な作物である。今後,冬期間のハウスなどより厳 しい

低温下での試験を行い,リ ンなどの養分吸収と糖, ビタミ

ンなど品質成分の蓄積との関連を明らかにする必要がある。

になるに従い低くなったが,地下部ではあまり差が見られ

なかった。根域制限区においても同様の傾向がみられたが,

地下部のパラツキが大きかった (地下部のデータ省略)。

しかしこれらの傾向は遮光処理によってみられなくなっ

た (図 3-c)。

また,低温下で光合成の活動を安定に行うために重要と考

えられる作物体内の抗酸化物質 (カ ロテン,アスコルビン

酸, トコフェロール等)を測定調査して,作物の低温耐性

と光合成との関連を検討する必要がある。

4 ま と め

ホウレンソウとチンゲンサイの低温下でのリン吸収は対

照的な温度反応を示すことを確認した。しかし,こ の温度

反応はともに遮光処理によって見られなくなったことから,

作物の低温下でのリン吸収と光合成とは密接に関係してい

ると考えられた。一方,根域制限によって生育量が低下 し

てもリン吸収の温度反応の傾向は変わらなかった。
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